




































































 実践例は数学科では２つ掲載されており，3 名いる数学科の中で主任が教科の総論を述べ，他の 2 名が実践を紹
介していると想像できる。1 つの実践が全ての教科で 4 ページにまとめられており，教師から提示された課題を解
決していく過程を，1 人の子どもの眼差しから記述されている。授業観察と，授業日記，単元まとめを元にして，
授業者が授業の筋を再現している。 





成果といってよい。みずからの励みとしたい。』と結んでいる。論文は 6 本で，章立ても個人に任されている。 
 数学科の論文 4)は空間認識力の育成に向けた実践記録である。教材開発と教材研究に力点が置かれており，授業
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説している。実践紹介では著者を明確にして 1 人 2 ページで 4 人がまとめている。ここで語られているのは，指導


















































 この変化は，授業づくり部会（筆者が部長）がもたらしたもので，授業公開は 1 人年間 2 回以上，参観者は参観





【平成 18 年度研究紀要】 
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研究概要ページ数 実践記録ページ数 実践記録本数 本当たりページ数 参考文献が記載された実践記録数1
平成 年度 ７ ４３ ０ ０ ０16
平成 年度 ２０ ６７ ２２ ３．０ １17
平成 年度 ２０ ８５ ２２ ３．９ ２18
平成 年度 ２０ １２５ ２１ ６．０ ７19
平成 年度 ４９ １８４ ２７ ６．８ １０20
平成 年度 ５７ ２３２ ２８ ８．３ １４21
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 授業内容を書き表すシステムに，企画開発委員会 15)通信『学び舎』がある。Ａ４版 1 枚に具体的な授業実践内容
をまとめて，地域，保護者に配布する。本校ホームページにもアップする。平成 19 年度から始め，もう 4 年目にな












い。専門書となれば尚更である。そこで平成 20 年度より，夏季休業中の職員の課題として，1 冊のお薦め本の書評










































③のグループが最初に解決への道を見つけ出します 速さがマイナスって･･･？ 後。「 」「
ろ向きじゃないの？ 「そんな速さってあるかよ 「だって車もバックできるよ。だい」 。」
たい時速10km位はでるよ 」とかなりの熱いやりとりが見られます。このやりとりか。
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は今後の課題として明らかにしておく。 
 この 2 種類の読み合い，推敲を経て，始めて紀要原稿として研究紀要に掲載されるのである。 
  
(5)「なぜその教科を学ぶのか」全員が書く 




















































































































































第Ⅱ部 9 教科の学習(p.16~p.169) 
第Ⅲ部 ｆ－ＭＡＰ（教科の総合単元）(p.170~p.193) 
第Ⅳ部 公開授業(p.194~231) 
3)東京学芸大学附属竹早中学校「研究紀要第 48 号」(2010)より 
  構成と分量は次の通りである。 
論文集(p.3~p.92) 
平成 21 年度研究部活動報告(p.93~p.96) 
平成 21 年度実践報告(p.97~p.146) 
4)同上 小野田啓子「空間思考の育成に向けて－多面体の構造と生成可能性の研究－」(pp.21~53) 




  １ 学力づくり部会(p.5~p.106) 
 ２ 心づくり部会(p.107~p.122) 
 ３ 小中連携・中学校区教育(p.123~p.127) 




 １ 学習指導研究部(p.7~p.36) 
  ２ 総合学習研究部(p.37~p.40) 
  ３ 学校風土研究部(p.41~p.50) 
Ⅲ 中学校区教育(p.51~p.52) 


















12)ペンティ・ハッカライネン フィンランド，オウル大学副学長。教師教育学部教授。平成 21 年 10 月 24 日の至民中学
校公開研究会及び国際フォーラムで，演題「フィンランドの教育，そしてナラティブな学習」で講演。 









15)運営部会の各部長 3 名，授業研究部会長 3 名，管理職 2 名，教務，研究主任の計 10 名で構成している。教職大学院拠
点校であることから担当の大学教官や，福井市特別研究指定校であることから担当指導主事も適宜加わる。機能性に
富み，管理職も加わった，運営・研究の決定機関である。 


























和田義信編著『教育学研究全集 第 13 巻 考えることの教育』第一法規(1977) 
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